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■

言頭

「グリーンサイエンス特別研究プロジェクト・ニュースレター」

の発刊に寄せて

学長 相良 砧輔

2004年 4月 1日 、明治維新以来の我が国の高等教育制度大改革によつて、旧来の国

立大学は新しく国立大学法人として、第一歩から踏み出すことを余儀なくされました。

このため、大学人一人一人の意識改革という極めて困難な問題を抱えつつ、全国の大

学はそれぞれの自己責任の下に新制度下での 21世 紀に相応しい、個性ある大学創りに

懸命であります。それは教育、研究、社会貢献、組織のあり方等々の問題について、学

内外を包括しつつ進められようとしています。
一方そこに、新しく出発する大学としての理念と各部局の日常性との間に表出される

混乱のあることも否定はできません。しかし視点を転ずれば、こうした混乱の中からこ

そ、国立大学に生活していく大学人としての 21世 紀に相応しい見識の何たるかを考え、

身につける絶好の機会であるとも考えられます。

さてここに発刊されることとなつた 「グリーンサイエンス特別研究プロジエクト・二

ユースレター」は、21世 紀に相応しい大学へという産みの苦しみの中から、産声をま

さに上げようとしている国立大学法人高知大学の新しい一つの研究者グループの誕生

を意味しております。

このプロジエクトは、理学研究科、黒潮圏海洋科学研究科、医学系研究科など研究者

の研究機能の融合が図られ、その基盤の下に環境調和型物質変換プロセスのall出とフア

ンクシヨナルマテリアル・バイオマテリアルall製とを目指しております。将来は New

MateHals Fronterとしての 「知的クラスター」形成をも期待されるものであります。

明確に意図されたこのプロジエクトが、高知大学の教育・研究・地域社会貢献に果た

す役割を考えますとき、本年が京都議定書発効の年であることもあつて、一層期待が膨

らみます。

メンパーの方たちが持つておられる、自分たち自らの手で、大学の個性創出をという

このプロジエクトにかける思いと行動は、国立大学法人高知大学の明日への道を照らす
一条の光といつてよいものと思つております。

このエユースレターが、十三分に目的を果たしていくことを祈念しますと同時に、高

知大学改革に志ある方たちへの賦活剤としての役書Jも果たしていただくことを願つて

います。



■

プロジェクトの紹介
小槻 日吉三

20世 紀、科学技術産業は世界的にも目覚ましい進展を遂げた。特に、石油化学産業の発

達は顕著であり、医薬、農薬、食料、電子材料、エネルギ
ー等の分野で数々の技術革新を生

み出した。しかし、20世 紀後半から21世 紀にかけて、負の遺産としての地球環境汚染や石

油資源の枯渇といつた今日的課題を抱えたことも事実である。従つて、将来にわたつても我

が国が持続的な繁栄を続けていくためには、環境との調和に配慮した革新的物質all威
・物質

変換・物質循環プロセスの確立、それを利用した画期的なフアンクシヨナルマテリアル プパ

イオマテリアルの創出が、極めて重要な課題になつてくるものと考えられる。このような分

野展開は、科学技術all造立国を標榜する我が国の基本施策にも通ずるところがある。

例えば、平成 16年度の第二期科学技術基本計画には、将来における我が国経済社会の持

続的発展に必要な重点施策として、自然共生型の物質材料合成技術開発や循環型社会の構

築が示されている。本プ回ジエクトは、このような課題に対して物質科学の視点から取り

組もうとするものであり、その究極の成果として、付加価値の高いフアンクシヨナルマテ

リアル /パイオマテリアル等の材料開発に結びつけることを最大目標としている。幸いに

も、本学には、このような先導的学術分野をall造的に推進できる強回な研究母体があり、

地域社会との連携や民間企業との共同研究・情報交換を活発に行つた実績もある。

ところで、本プロジエクトを推進することの教育研究上の意義は、理学研究科
・黒潮圏

海洋科学研究科・医学系研究科を中心とする研究者が有機的に連携することにより、物質変

換科学、水熱化学、天然物化学、機能材料科学、生命科学、海洋科学を核とする領域横断的

ネツトワークを構築することと、それを基盤とした革新的な環境調和型物質変換プロセスの

all出、その応用としての画期的なフアンクシヨナルマテリアル /バイオマテリアルのall成を

行うことにある。これにより、極めてユニークな
“
New Matettals Frontter"となる知的クラ

スターが形成され、本学における教育研究活動のよリ
ー層の活性化・個性化・高度化、さら

には国際化に寄与することができ、地域社会との学術交流にもより強力な相関関係が構築で

きるものと期待される。

高知県の地理的特異性に由来する多様な自然環境に眠る有用マテリアル資源をシ
ーズ

として、本学で培つてきた環境調和型プロセス関連領域の知見を活用し、物質を介した人

類と環境との持続的共生へと結びつけようとする本プ回ジエクトの展開は、地場産業育成、

新産業・ベンチヤー企業all出、新規雇用促進による地域社会の活性化にとつても極めて有

益なものと確信する。

２



■

Special Research Prttect of“Green Science''

Proi]Hiyoshizo Kotsuki

ln thc last century the scicnce and tcchnology accOmpllshed rellarkable progress in the

wottd.In ptticular9 thc dcvelopmcnt ofpetrochcmical indu的りwaS Surprising,and a lot of

tcchnical improvemcnts were achicved in scvcral areas including medicinc, agricultllre,

food,clcctronics,cncrgy9 and so o■. Howcvett as its adverse legacL wc arc now confronted

with thc ser10us problems such as thc pollutio■of thc cnviroIImcnt and the lllnited rescrvc

of thc oll resource.  Thcrcfore, it is thought that the dcvclopmcnt and promotion of

envirolltnent―friendly mateials scicnce, the so―called “Green Science'ち and itS usc to

obtain■ovcl functional and blo―functional rnateials should be increasingly important in the

mturc.This must be the suitable way to lead to thc prospenty of our colmt寧

For instancc, as a ncccssary emphasis measurc of ollr coun料 、the developmc1lt of ncw

matcrials scicnce and tcchnology directed to、vard the syttbiosis ofhuman lifc and rnaterials

is showll in the second stagc of Science and Technology Basic Plan in 2004.The o明ect市c

o f t h i s  p r t t e C t  i S  n o t  o n l y  t o  e s t a b l i s h  t h e  c o n c c p t t a l l y  n e w  a r c a  o f ` ` G r e e n  S c i e n c e ' ' , b u t

also to demonstrate thc importance for devising valuablc mctional and blo―functional

matcdals.ForlunatclL Kochi Un市 crsity has a strong rcscarch backgrollnd that can cxplore

such an intcrdisciplinary fleld and can collaborate cttcctively with thc local society and

industrics.

The expectcd results ofthis prttect are as follows:

( 1 ) P r O m O t i o n  o f h i g h l y  o r g a n i z e d j o i n t  r c s e a r c h  f o r  t h e  r e s e a r c h e r s  w h o  a r e  a t a c h e d  t o  t h e

Graduate Collrscs ofApplied Sciencc,Kuroshio Science,and Mcdicine.

(2)Construction of thc dynamic cducationa1/research nctwork linking matcrials

chemistttЪ hydrothcIIlal chcmistry2 natural product chcmistry9血mctional materials

scicnce,1lfc scicnces,and lnarinc sciences.

(3)Devclopment of a novcl enviroIIment―friendly technology and invention of highly

valuable:bnctional and bio-1的mctional lnateials.

(4)Construction of a ncw intellccttal clustcr called“New httaterials Frontier".

(5)PromOtiOn,incrcase,and intcmationallzation ofthc cducational and rcsearch activity in

this Universlty.        i

( 6 ) D e v c l o p m e n t  o f  a  s t t o n g  r e l a t l o n s h i p  b e t t c c n  t h i s  U n i v c r s i t y  a n d  t h e  l o c a l  s o c i c け

In view Ofthe ich natural rcsollrces of Kochi Prefccttre,it is thc bcst place to advance this

p r t t e C t  O f“Gr e e n  S c i e n c e ' ' . I  s t r o n g l y  b e l i c v c  t h a t  t h i s  p r t t c c t  W i l l  C o n t r i b u t c  t o  c x p l o r e

the ncw fleld of lnateials sciencc,and hencc provides important infoェ11latlon not only to

other scielltists,but also to rcsearchcrs who work in the local societies and industrics.

(3)



■

概  要

Eプ ロジエクト名 ■

環境調利型物質変換プロセスの構築によるニユーマテリアルのall威

■目 的 ■

物質変換科学、水熱化学、天然物化学、機能材料科学、生命科学、海洋科学等の領域横断

的研究教育ネツトワークを整備し、革新的な環境調和型物質変換プロセスの構築、その応用

としての画期的なフアンクシヨナルマテリアル メバイオマテリアルの創出を目指す。

■必要性 ・

自然との共生に配慮した環境調和型物質創威、革新的物質循環プロセスの開発、それを基

盤とする画期的な有用フアンクシヨナルマテリアル /バイオマテリアルの創出は、次世代型

科学技術産業の育成にとつて重要かつ喫緊の課題となつている。一方、高知県の経済が
一次

産業に大きく依存している現況にあつて、フアンクシヨナルマテリアル /バイオマテリアル

を主軸とする第二次産業分野での知的クラスターの構築は、地域の活性化のためにも切望さ

れている。また教育面においては、領域横断的学術分野を開拓して先導的で広い視野をもつ

all造性豊かな人材育成が急務となつている。

・背 景 ■

本プロジエクト遂行のための本学における学術基盤として、特に超高圧反応や水熱反応と

いつた環境調和型物質all威技術開発において顕著な業績がある。例えば、超高圧反応を利用

する研究成果は、我が国のパイオエア的存在であり世界的な業績が数多くある。これ以外に

も、関連する分野での学術論文は140編あまりを数え、30件を越える特許申請も行つている。

また、科学研究費等の競争的外部資金の獲得にも際立つ成果を残している。
一方、水熱反応に関しては、理学部附属水熱化学実験所を中心として180編を越える学術

論文があり、極めて独all性の高い情報発信を行つている。中でも、放射性廃棄物の固定化や

ガラス瓶のリサイクル技術は特筆すべき成果として高い評価を得ている。これもの実績を基

盤として、2000年7月に高知市で水熱反応に関する国際会議を盛大に開催した経緯があり、

文部科学省の 「大学等発ベンチヤーall出支援事業」にも採択されている。

さらに、分子レベルからのアプローチに基づくガン免疫療法・バクテリオフア
ージ療法等

の開発においても、極めて独all性が高く先見性に優れた手法の開発に成功しており、環境負

荷低減型療法として多方面への応用展開を行つている。これらの成果は、Cdl,PNASや

Natureを含む海外の極めて著名な学術誌に発表しており、非常に高い被弓1用件数を誇つてお

り、海外の著名な学会での招待講演を数多くつとめている。

フアンクシヨナルマテリアル /パイオマテリアルの倉l成分野での業績も数多く、有機機能

性材料、パイオセンサー、生理活性天然物、抗ウイルス剤等の開発・合成分野で特筆すべき

成果をあげており、この領域から出願された特許件数は最近 5年 間でも 50件 ほどに達し、

科学研究費の獲得も活発に行つている。

(4)



■

田中期目標・中期計画との関連性 ・

中期目標における 「研究水準及び研究の成果等に関する目標」において、「地域社会を振

興し貢献する研究を目指すと同時に、地域の特色や研究者の個性を活かした独all的な研究を

推進し、種々の研究分野の融合を図りつつ、世界水準の成果を生み出す研究拠点の形成を目

指す。」とされており、この目標を達成するための中期計画において、 「
“
環境、物質、生

命
"に
関わる研究者が協力し、

“
バイオマテリアル、フアンクシヨナルマテリアル

"の
all威を目

指した研究プ回ジエクトを構築し、研究体制を強化する。」とされている。

■取組内容 ・

高知大学独自のアプ回一チとして、自然との共生に配慮した環境調和型物質創成、革新的

物質循環プロセスの開発、それを基盤とする画期的な有用フアンクシヨナルマテリアル /バ

イオマテリアルのall出が到達目標である。これらの成果を基盤として、高度循環型社会の構

築、次世代型新産業育成、高知県の第二次産業の活性化、産官学連携・共同研究推進、独創

的高度専門職業人の育成等における応分の使命を果たす。

【平成 17年度の取組】

1.水 熱化学法を用いる物質循環 /資源再生プロセスに関して、基礎から応用までの成果

集積を行い、新規方法論の開発を行う。

2.高 圧反応・不斉反応等の環境調利型物質変換手法を利用して、生理活性物質や機能性

材料等の合成に関して、実用化を視野に入れた独all的なプロセス構築を図る。

3.有 用なパイオマテリアル倉l出の一環として、例えばガン免疫療法に有効な HLA結 合性

ペプチドの探索を行うとともに、分子レベルからの作用機序解明を行う。

4.環 境負荷低減型バイオマテリアル活用の一環として、多剤耐性細菌感染症に対するフ

アージ療法のよリー層の改善を行うほか、ウイルス特異的阻害分子の探索を行う。

■実施体制 ■

理学・黒潮圏海洋科学・医学系の各研究科に所属する研究者を有機的に連携し、物質変換

科学、水熱化学、機能材料科学、天然物化学、生命科学、海洋科学等の領域横断的ネツトワ
ークを形成し、学内外の研究機関との連携による教育研究体制の強化を図る。併せて、本プ

回ジエクトの機能強化を図るため、レンタルラボシステムによる人的集結を図る。

■期待される効果 ■

環境調和型物質変換プロセスに関する新規概念の構築。新規方法論の確立を行い、その応

用としてのニユーマテリアル創成を実現することにより、高知大学発となる 「環境調利型二

ユーマテリアルフロンテイア」に関する学術研究基盤を確立する。

本事業の推進により、21世 紀的課題となつている地球環境汚染や石油資源の枯渇、地球

温暖化に伴う新型感染症の発生等の今日的課題解決に対する技術革新に向けた有益な指針

を提供する。このような分野展開は、科学技術all造立国を標榜する我が国の基本施策にも通

ずるものである。併せて、本事業でall出される
“
パイオマテリアル、フアンクシヨナルマテ

リアル
"の
活用により、高知県・広くは四国地域における第二次産業分野での新産業育威・

新技術導入に対する評価獲得を目指す。

(5)
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■ 研究組織 Organization■ (2005日4～2009日3)

プロジェク トリーダー Prolect Director

理学研究科応用理学専攻 ・教授 小槻 日吉三

▼▼争勿晏雲称音け記//挙彗朋冥甲専」ヒ石汗ワモ音[Ptt  Section of Materials Recovery and Reproduction

柳澤 和道 (部門長 ・理学研究科応用理学専攻 ・教授)

石塚 英男 (理学研究科応用理学専攻 ・教授)

蒲生 啓司 (教育学研究科理科教育専攻 ・教授)

浜田 和秀 (高知県工業技術センター資源環境部 ・部長)

Richard Ett Riman(ラ トガース大学 ・教授 アメリカ)

ヴヤ身勿優雪琢透狂亀//身勿晏雪僧河】尾石升ワ宅青[Ptt  Section of Materials Transformation & Synthesis

小槻日吉三 (部門長 ・理学研究科応用理学専攻 ・教授)

市川 善康 (理学研究科物質科学専攻 ・教授)

上回 忠治 (理学研究科物質科学専攻 ・助教授)

深田  功 (三井化学 (株)生 産技術研究所 ・グル
ープリーダー)

」acques Maddaluno(IRCOF/ルーアン大学 ・教授 フランス)

☆機能開拓/機 能評価研究部門 Section of Functional Analysis&Evatuation

宇高 恵子 (部門長 ・医学系研究科生命医学系専攻 ・教授)

本家 孝― (医学系研究科生命医学系専攻 ・教授)

椛  秀人 (医学系研究科神経科学系専攻 ・教授)

吉田 勝平 (理学研究科応用理学専攻 ・教授)

渡辺  茂 (理学研究科物質科学専攻 ・助教授)

☆環境共生/生 命環境研究部門 Section of Environmental&Life Sciences

今井 章介 (部門長 ・医学系研究科生命医学系専攻 ・教授)

中村 裕之 (医学系研究科社会医学系専攻 ・教授)

大嶋俊一郎 (黒潮圏海洋科学研究科黒潮圏海洋科学専攻 ・助教授)

森山 貴光 (高知県海洋深層水研究所 ・総活主任研究員)

☆事務担当 Research Cooperation Section

市川  幸 (地域共同研究センター ・事務補佐員)

食
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研究組織械略図

本プロジェクトは、人類と環境との共生に対して物質科学を基盤とする教育研究ネット
ワークの構築を基本戦略とし、「作る」、「測る」、「生かす」そして 「廻す」の4つ をコンセ
プトの核として設定する。
・物質変換/物 質創成研究部門 :人類社会に役立つものを見つけ、利用していくため
の技術として、物質を 「いかに作るか ?」 とぃう方法論の解決が必要である。
・機能開拓/機 能評価研究部門 :物質と人類との持続的調和機構を解明するために、物
質のもつ機能を 「いかに測るか?」 とぃう動的アプローチが必要である。
・環境共生/生 命環境研究部門 :人類と環境との共生に関わる物質の挙動を解析し、そ
れを生命維持に 「いかに生かすか?」 という視点から研究を進める必要がある。
・物質循環/資 源再生研究部門 :限りある資源を確保するために、人類社会を取り巻く
物質を 「いかに廻すか?」 という視点から研究を進める必要がある。
本プロジェクトを遂行するにあたっては、学内の領域横断的研究者ネットワークを構築す
るとともに、公的試験研究機関や企業研究者との有機的連携を深め、異分野間の交流をも促
進し、「高知大学発ニュニマテリテブ'ラロシティーァ」を確立する。
併せて、海外の研究者との連携や共同研究を積極的に推進し、国際的にも通用する研究環
境を構築するとともに、大学院教育及び若手研究者育成を行う。
そして、本プロジェクトによる研究成果を広く公開し、地域産業ひいては我が国における
科学技術振興の一翼となす。

物質循環/資 源再生

を溝築する

物質変換/物 質創成 機能開拓/機 能評価

環境共生/生 命環境
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■

■ メンバー紹介 ■

物質循環/資 源再生研究部『弓

柳滸 日道  Yanω  isawa, Kazumichi  工学博士

E―mail: yanagiOccB kochi―uB ac口jp
1981日3 東京工業大学総合理工学研究科博士後期課程中退

1981.4 高知大学理学部附属水熱化学実験所 助手

1987.10 同  理学部附属水熱化学実験所 講師

1989"4  同  理学部附属水熱化学実験所 助教授

1999.4  同  理学部附属水熱化学実験所 教授

専門分野 :水熱化学‐材料科学,団 体無機化学

石塚英男 ishizuka,Hideo 理学博士

E一maili ishizukaOccコkochi―u口ac口ip
1979.3 金沢大学大学院理学研究科修士課程修了
1980,9 北海道大学大学院理学研究科博士課程退学
1980.10 高知大学理学部 助手
1988.4  同  理学部 助教授
1999口4  同  理学部 教授
1986口6及 び 1993,1 国際深海掘削計画 10DP(第 111及び 148航海)船 上研究員

1994.7 国際大西洋中央海嶺学術調査 「しんかい 6500」潜航研究員

専門分野 :地質学,岩 石学‐鉱物学

蒲生啓司 GamohⅢ Keili 理学博士

E―mail: kgamohOcc.kochi―u口actt ip
1985E3 東京工業大学大学院総合理工学研究科博士課程修了

1984B4 株式会社島津製作所 研究員

1988口4 高知大学教育学部 助教授

2003日4  同  教育学者ほ 教授

1995口9-1996.7 日本学術振興会特定国派遣研究員 (リバプ
ール大学生化学科)

1999.8-2000口6 日本学術振興会特定国派遣研究員 (グラスゴ
ー大学化学科)

専門分野 :分離化学コ天然物有機化学‐水熱生命化学

浜田和秀 HamadaⅢ Kazuhide 博士 (工学)

1979.3 岡山大学大学院工学研究汗斗修士課程修了

1979,4 高知県庁 入庁

1980,4 高知県工業試験場 技師

1984.4   同      主任研究員

1993日4 高知県紙業試験場 主任研究員

1996日4 高知県工業技術センター 主任研究員

2002.4 高知工科大学大学院工学研究科基盤工学専攻博士課程修了

2002.4 高知県海洋深層水研究所 主任研究員

2003.4 高知県工業技術センター 資源環境部長

専門分野 :分析化学‐高分子化学

Richard Eコ Riman  Ph口Dロ

E―mail: rimah@「ci口rutgers.edu

1980 B.S., Ceramic Engineering (Highest Honors), Rutgers、 The State University of N」.

1987 Ph.D., Ceramics, Massachusetts institute of Technology

1980-81 Research Fellow, Charles Stark Draper Labs‐ Cambridge

1986 Ass. Prof.l Rutgers, The State University of N」‐ Dept. of Ceramic&Materials Engineering

1992 Associate Professor, Rutgers

1996 Associate Director, Center for Nanomaterials Research, Rutgers, The State University of

1998 FulI Professor‐ Rutgers, The State University, Dept. ofCeramicandMaterialsEngineering

専門分野 :無機合成化学‐材料科学
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物質変換/物 質創成研究部層号

小槻日吉三 Kotsuki,HiyOshizo 理学博士
E―mail: kOtsukiOcctt kochi―utt ac口ip
1975口3 大阪市立大学大学院理学研究科修士課程修了
1975B4 高知大学文理学部 助手
1984.10  同  理学部 講師
1986口4  同  理学部 助教授
1999.4  同  理学部 教授
1984口9-1985.8 カリフォルニア大学サンタ・バーバラ校博士研究員
1991B4-1993日3 分子科学研究所 客員助教授
専門分野 :有機合成化学,高 圧有機化学,天 然物合成化学

市川善康
E―maili

1985.3
1986.5

1987口1
1988.4

1989口4
1992.4

1998口4
2004.4

専門分野

慾ぷ艶楡ネ
同  教育学部 講師
同  教育学部 助教授
名古屋大学農学部 助教授

高鼎大奎墨攣鈴
命
晏寵
研究科 助教授

:天然物化学,生 物有機化学・有機合成化学

上回忠治 Ueda,Tadaharu 博士 (理学)
E一maili chuFi@CC口kOchi―u.ac.jp
1997.3 神戸大学大学院自然科学研究科博士後期課程中退
1997.4 高知大学理学部 助手
2004口4  同  理学部 助教授

専門分野 :錯体化学,電 気化学

深田 功 Fukada,isao 工学修士
E―mail: isaottFukadaOmitsui_chem口co口jp
1985コ3  早稲田大学大学院理工学研究科前期博士課程修了
1985B4  三井東圧化学(株)入社
1991.10 三井東圧化学(株)総合研究所触媒研究部
1996.08 三井東圧化学(株)千葉工業所研究部
1999.07 三井化学(株)マテリアルサイェンス研究所
2002口10 三井化学(株)生産技術研究所ケミカルズG グループリーダー
2002,10 日本化学会近畿支部幹事
2004口4-2005.3 高知大学 客員教授
専門分野 :触媒化学コプロセスヶミス トリー

」acques Maddaluno  Ph= Dロ
E―mail: 」acques,MaddalunoOcrihan口 fr
1982.6 Chemical engineer‐ Ecole Nationale Supёrieure de Chimie de Paris
1986.4 Ph口D口 with 」ean d'Angelo, universitё P, & Mtt Curie (Paris)
1986.5-10 Lab口  de chimie Organique Thてorique  (Universit6 Pョ  & M口  Curie,  Paris)
Post―dOctOral fel10w
1986口  11-1988ョ9 Nancy Pritzker Laboratory (Stanford University Schoo1 0f Medicine)
Post―doctOral fellow
1988コ1l chargё de Recherches (Universitё de Rouen)

倉旨青!ポ!笠liサ彗軽審晟,3翌iC瞥崖磐晶3?::撃
NRS・ Universit6 de Rouen
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■

随研究音思F尋

宇高恵子 Udaka,Kelko 医学博士

E―mail: udaka@medコkochi―utt aci jp
1986.3 愛媛大学大学院医学研究科博士課程修了
1985-1988 ベンシルバニア大学医学部 博士研究員
1988-1991 マサチューセッツエ科大学ガン研究所 博士研究員
1991-1993 マックスプランク生物学研究所 フンボル ト財団奨学研究員
1994.1 順天堂大学医学部 無給助手
1994口7 京都大学理学部 助手
1999,7  同  理学部 助教授
2003.4 高知医科大学 教授 (2003日10よ り高知大学医学部)
専門分野 :免疫分子認識学‐分子免疫学

本家孝一 Honke,Koichi 医学博士

E―mail: khonkeOmedB kochi―u口ac口jp
1983日3 北海道大学医学部医学科卒業
1986日3 北海道大学大学院医学研究科博士課程中退
1986口4 北海道大学医学部 助手
1992口7  同   医学部 講師
1995口4 大阪府立母子保健総合医療センター研究所 主任研究員
1999日11 大阪大学大学院医学系研究科 助教授
2003口7 高知医科大学 教授 (2003日10よ り高知大学医学部)
専門分野 :生化学,糖 鎖生物学

椛 秀人 Kaba・Hideto 医学博士
E―mail: kabahOmedコkochi一utt ac口ip
1980,3 徳島大学大学院栄養学研究科博士課程単位取得退学
1980E4 高知医科大学 助手
1985～1986年 ケンブリッジ大学解吉」学科 出張 ・研修
1988B4 高知医科大学 助教授
1995,4 鹿児島大学農学部 教授
1997.4 高知医科大学 教授  (2003口10よ り高知大学医学部)
2003,11 岡崎国立共同研究機構 (2004口4よ り自然科学研究機構)生 理学研究所

環境適応機能発達研究部門 (客員部門)教 授
専門分野 :神経科学

吉田勝平 Yoshida,Katsuhira 工学博士

E―mail: kyoshida@cc口kochi一u口ac口jp
1973口4 大阪府立大学大学院工学研究科修士課程修了
1974.4 高知大学文理学部 助手
1978B4  同  理学部 講師
1981口4  同  理学部 助教授
1995,4  同  理学部 教授
1981日9-1982口8 スイス連邦工科大学(ETH)博士研究員

専門分野 :有機合成化学・色素材料化学,機 能分子工学

渡辺 茂 Watanabe,Shigoru 工学博士

E―mail: watanabeOcc.kochi―utt actt ip
1990.3 大阪府立大学大学院工学研究科博士課程修了

1993日1 高知大学理学部 助教授

1990口9-1991.12 マイアミ大学化学科博士研究員

1992口2-1992.12 アルゴンヌ国立研究所博士研究員

専門分野 :超分子化学,有 機合成化学,生 物有機化学‐コ回イド化学‐分子分光学
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環境共生/生 命環境石斉究者岳F弓

事務担当

今井章介 lmai‐Shosuke 医学博士
E―mail:  shOimaiOmedi kOchi_u口ac.jp
1981日3 札幌医科大学医学部卒 ・同小児科学講座 研究生
1983,10 北海道大学医学部附属癌研究施設 研究生
1991日4   同            助手
1992.4   同             講師
1994口7 米国 Ceorgetown大学微生物 ・免疫学教室留学
1998口4 北海道大学医学音ほ附属癌研究施設 助教授

望骨旨ポ野聯 義桑選暫肇‐堺壻荘蟹
り高知大学医学調

中村裕之 Nakamura・Hiroyuki 医学博士
E―mail: hiro―n@po口inclB ne口jp
1985口4～1989口2ド イツ連邦共和国マインツ大学労働医学研究所に留学
1989日3 金沢大学大学院医学研究科修了
1990日10 金沢大学医学部 助手
1992.7  同      講師
1993日1     同 助教授
2000,4～2003,3文部科学省委託 「スギ花粉症総合研究」予防研究班長
2001.4 金沢大学大学院医学系研究科 助教授
2003口4 高知医科大学 教授 (2003.10より高知大学医学部)
専門分野 :分子環境予防医学

大嶋役一郎 Oshima,syun_ichiro 医学博士
E―maili s―oshima@ccB kochi―uコac.ip
1991,3 高知大学大学院農学研究科修士課程修了
1991日4 日本水産株式会社中央研究所 研究員
1996.1 名古屋大学医学部病態制御研究施設ウィルス感染音ほ門 研究員
2000口8 高知大学農学部 助教授
2002.2 カリフォルニア大学バークレー校分子細胞生物学者ほ博士研究員
2004.4 高知大学大学院黒潮圏海洋科学研究科 助教授

専門分野 :病原微生物学,感 染予防学

森山貴光 Moriyama,Takamitsu

E―maili takamitsu_moriyama@ken2口prefttkochitip
1973日3 長崎大学大学院水産学研究科修士課程修了
1973日4 高知県庁入庁 技師
1985.4 高知県水産試験場 主任研究員
1994B4 高知県海洋深層水研究所 主任研究員
2003と4   同         総活主任研究員
2004.10 高知大学 非常動講師 (農学研究科)

専門分野 :水産増殖学

市サ|1  幸  lchikawa, Sachi
ichikawa@jimu口kochi―u口actt jp
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■

特色ある研究成果

◆国際シンポジウム グリーンサイエンスヘの新展開

2004年 1月 24日  高知大学メディアホール

五カッ, すo , ニタc r ″ァタs

Proi Richard E.Riman(Rutgers Universitt USA)

Low Tcmperature Hydrothe.11.al Synthesis of Ccralnics

D■ S.Yan■amoto(MitSui Chcmicals,Inc.,Japan)

Non―Metallic High―Perfo■■1lanCC Molccular Catalysts
‖
Phosphazenillm Salts‖―Catalytic Reaction Mechanism

Revealed by Ato■lic Forcc WIicroscopy―

Proi J.M[addaluno(IRCOF/Universite de Rouen,France)

High Prcssurc,Low Problerltls:A Few Recent Examplesin Synthesis

θrαr scss′θ″s

Proi K.Yanagisawa(Fac.of Scicnce,14ochi Un市 ersity)

Hydrothemal Reactloni EnviroIIn■clltally F五endly Technology

Proi H.Kotsuki(Fac.of Scicncc,14ochi Un市 ersity)

Fine Chemical Synthesis ofOrganic Functional Mateials under Extreme Conditions

Proi K.Gamoh(Fac.ofEducation,Kochi Un市 crsity)

Hydrothcrmal and High Pressurc Lifc Chcmistry

Proi H.Nakan■ ura(Fac.ofMedicine,Kochi University)

Tallor―madc Prcvcntion against the Sensitization to Envirollmelltal Cedar Pollen Using(3enetic lnfomation

Proi Zhiping Bai oWanJing Un市 ersitt PR China)

Effcct ofChitosan and lts Dcrivat市cs Bou ded ChrOmium(III)On Typc 2 Diabctcs Rats

◆シーズ紹介 2004年 3月19日 三翠園

鹸 繭 ― 頓 喜竜鞭

弱 議

壊自観畿襲襲鞠顔 臨鞠醸 擁韓額岳

遷寵☆響鶴 静幹嘉醒簾

醸 寵 轟

費騒簿4経 善輝 ま静観 1譲,

章鶴 揺隷ま輝 鱒畿惑ふ轟韓韓簾隷藤鶴輩■簿ヽ

情報記録 ・表示用機能性色素の開発

太陽電池用光電変換色素の開発

農園芸フィルム用波長選択吸収 ・発光色素の開発

医療診断用色素およびセンサー用色素の開発

電気 ・光 ・触媒を複合した環境負荷低減型酸化還元反応の開発

各種イオンの高感度高選択的定量法の開発

特殊反応場を活用したファインケミカル合成
未利用資源の有効利用技術の開発

有機医 ・農薬資源の開発
金ナノ粒子を利用した生体分子の高感度検出薬の開発

低分子有機化合物の反応性 ・選択性の評価

抗菌紙をはじめとする様々な抗菌材料製品への銀錯体の利用

柑橘類果皮精油成分の有効利用
エステル・アミド,イ ミド合成反応過程の無溶媒化

海藻の機能性物質の利用技術

植物の機能性物質の利用技術

分離 ・分析技術の開発と応用研究
イオン伝導性を持つセラミックスの合成

溶液を反応場とする無機合成の評価
BaT103な どの複合酸化物系微粒子の合成

消石灰合成の基礎的研究

無機化合物合成技術

水熱反応による環境汚染物質や産業廃棄物の処理処分および有効利用

清涼飲料水およびアルコール飲料の品質向上
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◆大型外部資金獲得 (2000～ 2004年 度 )

科学研究費 ・基盤研究A

小槻 日吉三  「超高圧反応を基軸とする環境調和型有機合成反応の研究」
2002～2004年度,総 額 43, 200千 円

科学研究費 ・基盤研究B

小槻日吉三  「ブレファリスミン関連生理活性物質の生物有機化学的研究」
1998～2000年度,総 額 13, 100千 円

渡辺  茂  「金属ナノ粒子凝集体を利用した分子認識プローブの開発」
2003～2004年度,総 額 13, 600千 円

椛  秀人  「フェロモン記憶形成機構の解析J
1998～2000年度,総 額 13, 300千 円

椛  秀人  「匂い学習の形成 ・維持 ・消去機構の解明」
2001～2003年度,総 額 14, 900千 円

中村 裕之  「マイクロ波による子宮胎盤循環及び胎盤機能障害に対する胎児側防御機構解明」
2001～2002年度,総 額  15, 300千 円

科学研究費 ・特定領域研究
椛  秀人  「フェロモン記憶の分子生理学的研究」

2000～2001年度,総 額 18, 100千 円
椛  秀人  「匂い記憶 ・学習の分子生理学的研究」

2002～2004年度,総 額 20, 000千 円
本家 孝一  「硫酸化糖脂質の役割と欠損による病態」

2002～2006年度,総 額 49, 000千 円

文部科学省 ,大学等発ベンチャー創出支援事業
柳澤 和道  「廃棄ガラスビンの多孔質軽量版 ・断熱材へのリサイクル技術の開発」

2002～2004年度,総 額 122, 590千 円

経済産業省 (NEDO)・大学発事業創出
大鳴俊一郎  「魚類の冷水病に対するワクチンの開発」

2003～2004年度,総 額 15, 120千 円

地球環境産業技術研究機構 (RITE)・優秀研究企画賞
小槻日吉三  「特殊反応場水溶液中でのファインケミカル合成」

2002～2003年度,総 額 10, 000千 円

科学技術振興機構 ・戦略的創造研究推進事業 (CREST)・分担
渡辺  茂  「高信頼性ナノ相分離構造テンプレー トの倉」製」

2002～2005年度,総 額 130, 000千 円

科学技術振興機構 ・戦略的創造研究推進事業 (CREST)・代表
本家 孝

一  「病態における膜マイクロドメイン糖鎖機能の解明」
2004～2009年度,総 額 225, 000千 円

科学技術庁 ・振興調整費
中村 裕之  「患者対照研究による予防 ・治療費と効果に関する研究」

2000～2002年度,総 額 59, 300千 円

民間との共同研究
宇高 恵子  「質問学習法を活用したヒトMHC結合ペプチ ド予測」 (日本電気 (株))

2003～2004年度,総 額  15, 000千 円

(13)



践章1  革

★ 機| ・・や喜奉〓や一一葬鞘
一〓〓〓・一・
．Ｆ

，Ｆ車打競一挙

ャ浅

一書
張
一ｒ
車
接
ま
ｉ
一新

2005年  5月 13日 (金)

2 0 0 5 年1 2 月

2 0 0 6 年 2 月

特別研究プロジェクト公開シンポジウム

ニュースレターNo.2発行

特別研究プロジェクト研究成果報告会

ニュースレターNo口3発行
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編集 ・発行 高知大学 「グリーンサイエンス」編集委員会
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